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序
言

　
私
は
、
表
題
の
地
域
と
時
代
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
数
本
の
論
文

を
書
き
、
在
地
領
主
制
と
農
民
支
配
、
在
村
工
業
（
洋
式
藍
業
と

　
　
＾
1
〕

製
糖
業
）
等
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に

お
い
て
は
、
今
ま
で
十
分
に
取
り
あ
げ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た

流
通
機
構
と
農
村
手
工
業
に
つ
い
て
、
F
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
調
査

報
告
に
主
に
依
拠
し
つ
つ
考
察
し
て
み
た
い
。

　
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
政
府
の
依
頼
を
受
け
て
一
八

〇
七
～
一
四
年
に
か
け
て
、
ベ
ン
ガ
ル
州
北
部
二
県
、
ビ
ハ
ー
ル

州
四
県
の
現
地
踏
査
行
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
に
つ
き
、
歴

史
、
地
誌
、
住
民
社
会
、
博
物
学
、
農
業
、
商
工
業
に
関
す
る
浩

溝
な
報
告
書
を
書
き
残
し
た
。
本
稿
は
、
こ
の
内
、
ベ
ン
ガ
ル
北

都
三
県
（
ラ
ン
グ
プ
ル
県
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
、
プ
ル
ニ
ァ
県
）

に
関
す
る
報
告
書
を
と
り
あ
げ
る
。
と
こ
ろ
で
プ
ル
ニ
ヤ
県
は
、

ペ
ン
ガ
ル
と
ビ
ハ
ー
ル
の
両
州
に
跨
る
が
、
そ
の
東
半
分
は
ベ
ン

ガ
ル
と
の
関
連
が
特
に
強
い
の
で
、
敢
え
て
、
北
ベ
ン
ガ
ル
に
含

め
て
考
察
す
る
。
註
2
に
示
す
様
に
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
（
以
下

D
県
と
す
る
）
と
プ
ル
ニ
ヤ
県
（
P
県
）
の
報
告
は
、
一
八
三
三

年
と
一
九
二
八
年
に
ほ
ぼ
そ
の
全
体
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ

ン
グ
プ
ル
県
（
R
県
）
の
そ
れ
は
、
そ
の
一
部
が
印
刷
さ
れ
た
だ

け
で
、
特
に
本
稿
の
依
拠
す
る
同
報
告
第
五
篇
は
未
公
刊
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
都
分
に
つ
い
て
は
、
手
稿
本
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ

　
‡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

ル
ム
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。
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本
稿
の
構
成
を
示
そ
う
。
ま
ず
第
二
節
に
お
い
て
、
R
県
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
北
ベ
ン
ガ
ル
農
業
杜
会
の
産
業
構
造
の
概
況
を
、

若
干
の
マ
ク
ロ
経
済
指
標
に
よ
り
つ
つ
提
示
す
る
。
第
三
節
は
、

当
時
の
流
通
機
構
に
つ
い
て
、
市
揚
地
、
商
人
、
商
品
、
流
通
圏

な
ど
を
中
心
に
具
体
的
に
叙
述
す
る
。
そ
し
て
、
第
四
節
で
、
農

村
手
工
業
の
具
体
的
婆
を
、
労
働
カ
編
成
、
原
材
料
の
入
手
、
経

営
形
態
、
収
益
、
市
場
化
の
方
法
な
ど
に
注
意
し
つ
つ
、
提
示
す

る
。
た
だ
し
史
料
に
精
粗
が
あ
る
の
で
、
い
く
つ
か
の
職
種
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
が
、
多
く
に
つ
い
て
は
、

簡
単
な
素
描
に
留
ま
る
。
そ
し
て
、
第
五
節
で
、
若
干
の
全
般
的

考
察
を
行
い
結
び
と
す
る
。
と
に
か
く
も
、
デ
ー
タ
の
非
常
に
乏

し
い
研
究
対
象
で
あ
る
の
で
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
記
述
を
ま
ず
は
そ

の
ま
ま
受
容
し
て
咀
曜
し
、
当
時
の
北
ベ
ン
ガ
ル
農
業
社
会
に
お

け
る
非
農
業
セ
ク
タ
ー
の
、
こ
く
大
把
み
な
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
こ
と

に
カ
を
注
い
だ
。
今
日
の
研
究
史
的
状
況
に
あ
っ
て
は
、
い
か
に

初
歩
的
で
は
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
作
業
に
も
一
定
の
価
値
が
認
め

ら
れ
よ
う
。

　
本
稿
で
は
、
圧
倒
的
に
重
要
な
農
業
セ
ク
タ
ー
の
内
容
に
立
ち

入
る
分
析
は
行
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
別
の
独
立
し
た
論
文
で
慎
重

に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
紙
幅
が
極
端
に
不
足
し
て
い

る
の
で
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
に
依
る
記
述
に
つ
い
て
は
、

註
を
付
け
え
な
い
が
、
、
こ
寛
容
を
乞
い
た
い
。

殆
ど
、

＊
　
本
稿
の
主
要
な
史
料
の
一
つ
と
な
る
ラ
ン
グ
プ
ル
県
に
関
す
る
ブ

　
キ
．
ヤ
ナ
ン
報
告
の
マ
イ
ク
回
・
フ
ィ
ル
ム
は
、
故
深
沢
宏
教
授
が
回

　
ン
ド
ン
を
訪
れ
ら
れ
た
折
に
、
．
こ
多
忙
の
中
を
、
旧
イ
ン
ド
省
図
書

　
館
か
ら
入
手
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
に
な
る
が
、
先
生

　
の
長
年
の
．
こ
指
導
に
対
し
心
よ
り
の
感
謝
を
捧
げ
、
又
、
．
こ
冥
福
を

　
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

（
1
）
　
谷
口
晋
吉
「
一
九
世
紀
初
頭
北
部
ペ
ン
ガ
ル
の
洋
式
藍
業
」

　
二
橋
論
叢
』
八
七
－
五
、
　
一
九
八
二
年
。
同
、
「
1
8
世
紀
末
北
部
ペ

　
ン
ガ
ル
の
在
来
糖
業
」
安
場
保
吉
、
斉
藤
修
編
『
プ
ロ
ト
エ
業
化
期

　
の
経
済
と
社
会
』
一
九
八
三
年
所
収
。

（
2
）
　
①
句
1
｝
昌
9
量
P
き
8
§
、
ミ
、
“
軸
9
冬
這
ミ
N
§
ミ

　
弟
§
祭
s
ミ
ニ
昌
富
昌
葦
巴
一
〇
亭
o
『
垣
き
サ
昌
巨
o
・
；
o
Ω
o
き
．

　
；
昌
o
o
冨
冨
二
目
o
o
…
o
二
一
轟
；
盲
冨
罵
員
（
雲
ω
ω
－
向
d
肉

l
U
ミ
陣
U
饒
）
－
②
U
o
J
」
§
§
；
、
§
皇
包
、
ミ
ミ
N
§

　
o
，
b
ぎ
ξ
ミ
さ
螂
岩
募
一
竃
眈
叩
－
昌
一
〇
巴
昌
罧
P
轟
ω
い
・
③
U
o
’

　
』
ミ
』
s
§
ミ
ミ
き
雨
b
嚢
ミ
o
“
呉
、
ミ
s
§
ぎ
罵
竃
l
s
一
里
5
『

　
固
自
o
O
ユ
閉
墨
射
o
器
印
昌
－
ω
o
9
9
｝
一
勺
き
目
P
宅
N
0
0
1
な
お
、
プ
キ

　
ャ
ナ
ン
報
告
の
ピ
ハ
ー
ル
州
に
関
す
る
都
分
の
説
明
と
し
て
、
高
畠

　
稔
「
十
九
世
紀
初
期
ピ
ハ
ー
ル
州
に
お
け
る
肉
凹
，
一
苫
の
階
層
構
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成
」
『
北
海
遣
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
三
ノ
一
、

五
－
七
八
頁
。

一
一
北
ベ
ン
ガ
ル
農
業
社
会
の
概
況

九
六
四
年
、
七

　
本
節
で
は
、
当
該
地
方
に
関
す
る
若
干
の
基
本
的
マ
ク
ロ
経
済

指
標
を
ブ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
か
ら
推
計
し
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
非

農
業
部
門
が
農
業
社
会
全
体
で
占
め
る
比
重
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
呉
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
得
た
い
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
、

推
計
途
上
の
様
々
な
デ
ー
タ
の
吟
味
は
最
小
限
に
留
め
、
作
業
縞

果
と
そ
の
い
く
つ
か
の
含
意
の
み
を
手
短
か
に
述
べ
よ
う
。

　
最
も
基
本
的
指
標
で
あ
る
県
人
口
に
関
し
て
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は

県
毎
の
推
定
を
与
、
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
七
二
年
の
予
備

セ
ン
サ
ス
と
照
合
す
る
と
、
D
，
P
両
県
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
に
よ
る

人
口
推
定
値
は
、
行
政
区
画
の
変
更
に
よ
る
調
整
を
行
っ
て
み
て

も
、
予
備
セ
ン
サ
ス
値
を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
信
糧
性
を
欠

く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
R
県
の
推
定
値
は
、
一
八
七
二
～
一
九
〇

一
年
の
人
口
動
態
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
限
り
、
比
較
的
正
確
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
は
、
こ
の
R
県
の
デ
ー
タ
を

中
心
に
み
て
ゆ
く
．
こ
と
に
す
る
。

ω
　
人
口
構
成

　
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
、
R
県
の
二
四
響
察
区
（
ヨ
崖
冨
）
に
つ
い
て
、

夫
々
、
人
口
密
度
を
観
察
し
、
梨
の
台
数
と
耕
地
面
積
の
二
つ
の

指
標
を
用
い
て
、
そ
の
人
口
を
二
七
三
・
五
万
人
と
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
、
チ
ャ
ー
サ
、
カ
ワ
ー
ス
、
シ
ュ
カ
ワ
ー
ス
の
三
つ

の
構
成
要
素
に
分
け
た
。
チ
ャ
ー
サ
（
0
5
墨
）
は
農
業
従
事
者

で
あ
り
、
人
口
の
七
六
％
を
占
め
る
。
残
る
二
四
％
は
、
カ
ワ
ー

ス
（
宍
ぎ
毛
豊
）
、
シ
ュ
カ
ワ
ー
ス
（
ω
鼻
冨
奏
竃
）
が
ほ
ぽ
半
数

ず
つ
を
占
め
て
い
る
。
カ
ワ
ー
ス
と
は
、
非
農
業
部
門
に
従
事
す

る
各
種
労
働
者
、
職
人
、
商
人
を
指
し
、
シ
ュ
カ
ワ
ー
ス
は
、
有

閑
階
級
（
地
主
）
、
聖
職
者
、
専
門
職
（
教
師
、
医
師
、
弁
護
士

な
ど
）
、
各
種
事
務
職
（
政
府
役
人
、
地
主
■
の
ス
タ
ヅ
フ
）
を
指

す
。
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ド
の
他
地
域
と
同
様
に
、
北
ベ
ン
ガ
ル
の

杜
会
も
錯
綜
し
た
人
口
構
成
を
も
つ
の
で
、
右
の
三
区
別
だ
け
で

は
十
分
に
そ
の
構
成
を
把
握
し
尽
せ
な
い
。
ま
ず
宗
教
を
み
る
と
、

R
県
の
総
人
口
中
で
、
回
教
徒
五
六
・
二
％
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
四

三
・
七
％
、
そ
の
他
（
＞
争
昌
）
O
・
二
％
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
は
更
に
平
地
部
ベ
ン
ガ
ル
や
西
部
イ
ン
ド
か
ら
移

住
し
た
完
全
に
ヒ
ン
ド
ゥ
化
し
た
人
々
（
二
二
・
二
％
）
と
、
力
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（葛3）　一九世紀初頭北ベンガルの流通と季工業

‘

ム
ル
ビ
ー
（
穴
嘗
冒
；
官
）
と
総
称
さ
れ
る
古
く
か
ら
の
ク
ヅ
チ
・

ピ
ハ
ー
ル
、
ア
ソ
サ
ム
の
住
民
で
様
々
な
度
合
で
ヒ
ン
ド
ゥ
化
の

・
。
過
程
に
あ
る
人
々
（
七
七
・
八
％
）
に
分
か
れ
る
。
同
様
に
、
回

教
徒
も
、
少
数
の
自
覚
的
な
ム
ス
リ
ム
教
徒
と
、
大
多
数
の
カ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

ル
ビ
ー
か
ら
の
強
制
改
宗
者
に
分
か
れ
る
。
後
者
は
、
な
お
、
多

く
の
ヒ
ン
ド
ゥ
的
習
俗
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
本
稿
に
と
っ
て
見

逃
せ
な
い
点
は
、
こ
の
宗
教
的
、
人
種
的
網
違
が
、
住
民
の
生
業

構
造
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
ぱ
、
平
地
ベ
ン

ガ
ル
系
住
民
は
力
ー
ス
ト
的
身
分
秩
序
と
ヒ
ン
ド
ゥ
的
浄
・
不
浄

の
観
念
に
よ
る
職
業
規
制
に
強
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
ム
ル

ビ
ー
系
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
は
相
対
的
に
そ
れ
。
か
ヶ
自
由
で
あ
る
。

又
、
カ
ム
ル
ビ
ー
系
住
民
の
中
で
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
化
の
進
行
の
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

い
人
々
の
間
に
は
独
特
の
自
給
的
経
済
構
造
が
強
く
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、
北
ベ
ン
ガ
ル
全
域
に
わ
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
系
統

の
住
民
が
濃
淡
．
の
差
は
あ
れ
、
拮
抗
し
つ
つ
混
住
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
ヒ
ン
ド
ゥ
価
値
体
系
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
的

村
洛
共
同
体
と
そ
の
生
業
構
造
が
典
型
的
に
成
立
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
，

｝2｛

生
業
構
造

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
前
項
で
み
た
様
に
、
R
県
の
人
口
の
七
六
％
は
農
業
に
従
事
し

て
い
る
。
だ
が
、
農
民
内
部
の
階
層
構
成
に
関
す
る
数
量
的
デ
ー

タ
が
筆
者
の
入
手
し
た
複
写
フ
ィ
ル
ム
に
は
欠
け
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
、
本
稿
の
中
心
課
題
を
な
す
非
農
業
部
門
の
生
業
構
造

の
み
を
検
討
す
る
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
、
こ
の
県
の
手
工
業
を
六
三

業
種
に
分
け
る
が
、
そ
れ
は
更
に
五
種
に
大
別
さ
れ
、
芸
能
人
三
、

　
　
　
＾
3
）

三
三
六
組
、
非
耐
久
日
常
消
費
財
職
人
一
〇
、
六
七
六
名
、
耐
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

消
費
財
職
人
四
、
五
〇
二
名
、
織
工
七
、
一
八
八
名
、
工
場
制
製
造

業
二
一
〇
と
な
る
。
な
お
、
織
工
数
に
は
、
数
十
万
人
に
の
ぼ
る

女
性
の
紡
績
労
働
者
や
、
カ
ム
。
ル
ビ
ー
系
の
女
性
に
特
有
の
自
家

用
織
布
労
働
者
（
八
一
、
六
〇
〇
名
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ

表2R県農業粗産出額
果樹　　　　　Rs．　1畠1，450

竹15｛，125野菜　　　　　　　　515，220
米　　　　　　　9，311、棚
豆（Chim・K邑皿goi）　　　2ユ3，357

小麦・犬麦　　　　　　　　108，465

豆（Pu1畠es〕　　　　　　　　21ア、1糾

油性種子　　　　　　　　　1，069，009

廿藍　　　　　　　　榊，946
J－1te　その他　　　　　　　225，611

棉花　　　　　　　　　　3I醐
ペテルの葉　　　　　　　　　1ア9，700

ペテルの突　　　　　　　　469，3ア5

タ’｛コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　253I280

阿片　　　　　　　　66，250
藍　　　　　　　　　　　12フ．260

桑その他　　　　135，930
　　　合酎　　　13，676I41一

．（資料）M・M酊ti口、肋・f榊1冊肋
　　　　　P．711．
　（’註〕　ここで貨幣単位を示す。

　　　　　1R1ユpeE≡16Am舳
　　　　　1Anm＝20Gmd舶
又，1R岬ee号1809胞i皿troyof．silwf
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表3 R県粗産出額（推定）

］；［畠、　13，676，414

　　芸能　　　　　　（Nos，1to4）　　98，712
　　ヨト面苛久言肖垂王貝オ　　サーピス5…（工｛os・5　to32〕　　　　・663，566

　　面i久言肖望理貝オ　　　　　　　　　　　（No目。33　to50）　　　　211，776

　　岩鼓物…桑　　　　　　　　　　　　　　（Nos．51　to61）　　工I650，736

　　製糖案　　　　　　　　　（No．62）　　　　　104，500

　　製藍葉　　　　　　　　（No、蘭〕　　　　　650，OOO

　　　　　　合計　　　　　　11，055，104
（質料）表1＆2に同r。
（畦記）l1〕芸能のよ5に，粗産出額の不明な部分は，判明Lている岨

　　　付加価個額をもoてかえた。

　　　従って，過少評価気味であろう。
　　　ω言うまでもなく，自給用部分も，市価で評価して算定して

　　　　いる出㍉このよヨに，大雑杷た推定てあれぼ。問魍は生じ

　　　　たいだろうo

　
桑
能
耐
久
物
糖
藍

葉
農
芸
非
耐
織
製
製

農
非

れ
ぞ
れ
の
区
分

内
の
よ
り
詳
し

い
業
種
、
人
数
、

生
産
額
な
ど
の

推
定
作
業
の
結

果
は
、
表
1
に

与
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
内
、

重
要
な
い
く
つ

か
の
職
種
に
つ

い
て
は
、
第
三

節
で
具
体
的
に

述
べ
る
が
、
全

般
的
に
い
え
ぱ
大
半
の
業
種
は
、
域
内
市
場
向
け
の
零
細
家
族
経

営
で
あ
り
、
そ
の
業
種
構
成
の
基
本
枠
組
み
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
的
職

業
構
成
を
踏
襲
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
の

新
た
な
業
種
が
組
み
込
ま
れ
、
更
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
職
業
体
系
の
中
で

位
置
付
け
ら
れ
た
職
種
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
実
際
に
行
う
職
人

は
、
本
来
そ
れ
を
行
う
べ
き
力
ー
ス
ト
・
ヒ
ン
ド
ゥ
の
み
で
な
く
、

カ
ム
ル
ビ
ー
系
住
民
や
ム
ス
リ
ム
系
住
民
が
大
幅
に
参
入
し
て
い

収
入

表4　R県粗付カ日価値（推定）

…織く㌶llマ募；

1　　＼鴛値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iヒs．　1，019ノテ

る
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

八
○
・
二
％
が
農
業
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

農
業
に
次
ぐ
大
き
な
産
出
高
を
あ
げ
て
お
り
、

無
視
し
え
な
い
重
要
性
を
も
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う

　
　
　
　
　
　
㈹
　
部
門
別
粗
産
出
額

　
　
　
　
　
　
　
表
1
よ
り
手
工
業
部

ト
万
値
万
　
　
門
の
粗
産
出
額
を
、
そ

ス
糾
価
％

釦
い
肋
い
　
　
し
て
、
表
2
よ
り
農
業

生
R
粗
R

／
一
一
誠
㍑
㌶
㌶

　
脇
　
　
拠
　
得
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

　
鮭
蛎
　
料
　
　
に
は
デ
ー
タ
を
欠
く
為

警
償

　
非
R
　
　
　
に
流
通
よ
り
発
生
す
る

こ
の
表
3
よ
り
、
R
県
の
粗
産
出
額
の

　
そ
し
て
、
一
九
・
八
％
が
手
工
業
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
物
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
又
、
洋
式
藍
業
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

ω
所
得
分
配
構
造

　
前
項
の
粗
産
出
額
よ
り
コ
ス
ト
を
減
じ
て
、

価
値
を
推
定
し
、
更
に
、
農
業
に
つ
い
て
は
、

各
部
門
の
粗
付
加

そ
れ
の
帰
属
の
状
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一橋論叢 第98巻 第6号　（88）

況
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
為
に
は
多
く
の
予
備
的
作
業
が
必
要
と

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
。
紬
都
の
手
続
き
は

省
く
が
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
三
県
の
報
告
書
の
各
所
の
デ
ー
タ
及
ぴ
か

つ
て
の
私
自
身
の
研
究
の
成
果
を
援
用
し
て
、
こ
の
推
計
を
行
な

い
表
3
と
表
4
と
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
お
ぺ
。
こ
こ
か
ら
、
R

県
の
粗
生
産
（
粗
付
加
価
値
）
の
分
配
状
況
は
、
政
府
七
・
二
％
、

地
主
一
〇
・
一
％
、
農
民
六
九
・
五
％
、
サ
ー
ビ
ス
・
手
工
業
者

二
二
・
二
％
と
な
る
。
同
表
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
農
業
粗
生
産

額
中
の
地
代
、
地
税
の
比
重
を
も
示
し
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
さ

れ
た
い
。

㈲
　
輸
出
・
入

　
最
後
に
、
対
象
三
県
の
輸
出
・
入
統
計
を
み
て
お
こ
う
。
こ
こ

で
、
輸
出
．
入
と
は
、
県
外
と
の
物
資
交
換
を
意
味
し
、
外
国
と

の
貿
易
は
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
表
5
に
み
ら
れ
る
様
に
、
三

県
と
も
犬
幅
な
出
超
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
原
動
カ
が
米
輸
出

で
あ
る
こ
と
が
、
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

（
1
）
　
峯
一
ξ
．
回
自
冒
8
’
」
9
ミ
㌻
ミ
§
、

　
＜
0
F
く
目
一
H
o
o
豪
一
■
o
自
旦
o
～
や
s
↑
．

」
§
o
ミ
ミ
ミ
b
§
篭
“

　
（
2
）
■
冒
争
彗
彗
、
§
§
言
さ
雰
鼻
＜
；
筆

　
（
3
）
　
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
職
人
数
、
家
族
数
、
工
場
数
、
テ
ィ
ー
ム

　
　
数
、
機
台
数
な
ど
を
示
し
、
単
位
の
と
り
方
は
様
々
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
流
通
機
構

ω
　
市
場
（
Ω
竃
－
田
彗
駐
♪
｝
呉
田
竃
顯
『
）
と
そ
の
発
達
度

　
北
ベ
ン
ガ
ル
の
物
資
流
通
は
、
主
要
河
川
沿
い
に
点
在
す
る
地

方
商
業
セ
ン
タ
ー
（
Ω
菖
－
困
竃
o
胃
）
と
、
そ
の
後
背
の
多
数
の

村
市
場
（
｝
呉
国
竃
胃
）
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。
前
者
は
、
地
域

社
会
と
域
外
市
場
の
結
節
点
を
な
し
、
し
ぱ
し
ぱ
都
市
の
様
相
を

呈
し
、
常
設
店
（
U
鼻
冒
）
、
宿
泊
施
設
（
ω
o
ま
牙
o
亘
峯
o
苧

峯
巴
印
）
、
歓
楽
施
設
（
｝
昌
竃
ω
o
片
田
邑
霊
昌
o
）
な
ど
と
、
卸

売
業
者
（
峯
音
ど
竃
一
勺
顯
岸
彗
）
の
倉
庫
（
Ω
o
ε
や
住
居
が
立

ち
並
ぶ
。
雨
期
に
は
多
数
の
商
船
が
そ
の
港
に
繁
留
し
、
忙
し
く

物
資
の
積
み
降
し
が
な
さ
れ
る
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
統
計
に
よ
れ
ぱ
、

年
間
に
R
県
を
訪
れ
る
商
船
は
大
小
合
わ
せ
て
四
、
一
〇
六
隻
、

そ
の
他
に
、
域
内
の
商
船
が
一
九
七
隻
あ
る
。
又
、
時
に
は
、
商

業
セ
ン
タ
ー
は
特
産
物
の
集
荷
地
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
単
に

輸
出
業
者
の
倉
庫
と
住
居
が
存
在
す
る
だ
け
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

表
6
は
、
平
均
的
な
商
業
セ
ン
タ
ー
の
実
例
を
示
し
て
い
る
。
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（89）　一九世紀初頭北ペンガルの流通と手工業

　
村
市
場
は
、
商
業
セ
ン
タ
ー
と
小
船
、
牛
車
、
荷
牛
、
荷
馬
、

徒
歩
な
ど
で
結
ば
れ
て
お
り
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
数
ヶ
村
程
度
の

小
地
域
社
会
の
農
民
、
漁
師
、
猟
師
、
職
人
な
ど
が
各
自
の
生
産

表6 R県地方的商業センターの2…3の実例
　　　郵例1（Boda〕　　曝例2（Boda〕　　事例3（Dufw乱皿i〕

毎目　　　　　鉦日
2日　　　　　　　2目

毎日

2圓
市
市

定
週

Mudi
Blユ11］酊i

Sweet皿肥日ts
Ga口j乱

Disti－ler

B且d　Fome
S刮okc1oth

G冊m　M巳m1岨口t
Shoe畠

S乱1t
Goldsmith
B旭s冨smith

P祀par趾of　Tobaooo

Paik虹
Pottefs　wafe
I；etel　leaf　且nd　－11ユt

Potd趾（Moneyoh肋gef〕
Po島趾i

（貿料）

（離記）

（R）

（R）

（R）

（R〕

（R）

（W〕

（W）

（R）

　一

（R）

（R）

（R）

（W）

（R〕

（R〕

（R）

（R）

1
7

3　　　　　　　　　2

4

1
1　　　　　　　　　　　1

10　　　　　　　　　　　3

13　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　5

1
7　　　　　　　　　4

1
1

1
2

1ヨ1ユoh肥舳，丑o冊螂螂oμf，I口dextoMap．

店名に対応する商品については・表7をみられたい。Rほ小売商IWは卸
売商．

物
を
持
ち
よ
り
換
金
し
、
或
い
は
、
自
已
の
家
計
が
必
要
と
す
る

物
資
を
入
手
す
る
場
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
通
常
、
野
天
の
広
場
で
、

週
の
定
め
ら
れ
た
日
に
週
市
（
｝
洋
）
が
立
ち
、
近
郊
住
民
や
行

商
人
、
仕
入
商
人
な
ど
が
謂
集
し
域
内
・
外
の
物
資
が
交
換
さ
れ

る
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
指
摘
す
る
如
く
、
取
引
物
資
の
大
半
は
域
内

で
生
産
さ
れ
消
費
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
R
県
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
と
、
県
内
に
五
二
〇
ヶ
所

の
市
場
地
が
あ
り
、
そ
の
内
の
二
二
％
に
お
い
て
は
毎
日
開
か
れ

る
定
設
市
（
田
竃
胃
）
が
あ
り
、
定
設
店
が
並
ぷ
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
も
、
週
二
日
の
週
市
が
た
つ
。
こ
の
種
の
市
場
地
が
、
先
述

の
地
方
商
業
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
次

い
で
、
定
設
市
は
な
く
、
二
回
の
週
市
の
み
が
開
か
れ
る
市
場
地

が
あ
り
、
こ
れ
が
全
体
の
八
三
％
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
残
る

四
％
の
市
場
地
は
、
週
一
回
だ
け
週
市
が
た
つ
。
上
の
第
二
の
タ

イ
プ
が
、
一
般
の
村
市
場
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ム
ガ
ル
期
の
ベ
ン
ガ
ル
の
領
主
は
領
内
の
市
場
地

で
市
場
税
（
ω
巴
H
）
を
売
手
か
ら
徴
収
し
て
い
た
が
、
一
七
八
八

年
に
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
（
O
O
冒
考
芭
…
ω
）
に
よ
り
そ
の
徴
収

が
禁
じ
ら
れ
、
領
主
（
後
の
地
主
）
は
そ
の
補
償
と
し
て
、
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

の
地
租
の
一
部
を
控
除
さ
れ
た
。
同
時
に
、
市
場
の
管
理
は
、
各
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タ
ナ
の
警
察
官
（
勺
o
豪
①
］
U
彗
o
o
o
3
）
の
果
配
下
に
お
か
れ
、
公

正
な
取
引
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、

多
数
の
市
場
を
少
数
の
響
察
官
が
管
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
地
主
に
よ
る
市
場
税
の
徴
収
や
、
更
に
は
、
地
主
が
、
特
定
商

人
に
商
品
取
引
の
独
占
を
許
す
こ
と
な
ど
が
続
き
、
住
民
の
不
満

が
高
か
ウ
た
。
し
か
し
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
進
言
に
も
拘
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
商
取
引
に
対
す
る
地
主
の
介
入
は
、
そ
の
後
も
続
い
■
た
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
市
場
地
は
県
内
に
ど
の
様
な
密
度
で
存
在
し

た
の
か
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
県
内
の
市
場
地
数
を
、
D
県
三
四
六
、

R
県
五
二
〇
、
P
県
四
八
二
と
し
て
い
る
の
で
、
一
市
場
地
あ
た

り
の
平
均
面
横
は
、
一
五
・
五
平
方
マ
イ
ル
、
一
四
・
二
平
方
マ

イ
ル
、
二
ニ
ニ
一
平
方
マ
イ
ル
と
な
る
。
き
わ
め
て
大
雑
把
に
言

う
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
半
径
ニ
マ
．
イ
ル
強
の
円
周
内
に
平
均

一
個
の
市
場
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
で
も
、
こ
の
地
方

の
農
民
が
し
ぱ
し
ぱ
2
マ
イ
ル
内
外
の
距
離
を
歩
い
て
、
近
隣
の

市
場
に
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
当
時
、
既
に
非
常
に
発
達
し
た

流
通
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
が
存
在
し
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

〕2｛
　
商
人
と
商
品

各
市
場
地
に
は
、

域
内
・
外
の
多
種
多
様
な
生
産
物
が
集
荷
し
、

又
、
分
散
し
て
い
く
。
前
節
旧
に
示
し
た
様
に
、
域
外
貿
易
に
お

い
て
北
都
三
県
は
い
ず
れ
も
犬
幅
な
出
超
を
記
録
し
て
い
る
。
R

県
で
は
、
域
外
へ
の
商
品
輸
出
総
額
は
、
こ
の
県
の
粗
産
出
額
の

実
に
二
一
・
四
％
に
達
し
て
い
る
。
我
々
の
予
想
以
上
に
北
ベ
ン

ガ
ル
の
農
業
社
会
は
域
外
市
場
と
結
合
し
て
お
り
、
遠
隔
地
と
の

流
通
に
携
る
商
人
の
地
域
経
済
に
お
け
る
比
重
は
無
視
し
え
な
い

大
き
さ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
様
な
域
外
と
の
流
通
を
担
う
商
人
た
ち

か
ら
、
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
i
）
大
商
人
（
ω
ξ
3
品
胃
）
　
こ
の
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
い
商

人
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
又
、
そ
の
ほ
ぽ
全
員
が
域
外
の
犬
商
業

セ
ン
タ
ー
に
本
拠
地
を
持
つ
非
ベ
ン
ガ
ル
系
の
県
外
人
で
あ
る
。

彼
等
は
、
一
〇
万
ル
ピ
ー
を
超
す
ほ
ど
の
年
間
取
引
額
を
も
ち
、

自
己
の
商
船
群
を
有
し
、
手
代
を
こ
れ
ら
三
県
の
主
要
商
業
都
市

に
置
き
、
大
量
の
米
な
ど
を
買
付
け
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ム
ル
シ
ダ
バ

ー
ド
な
ど
に
運
ぷ
。
著
名
な
者
は
、
タ
。
ク
ル
ダ
ー
ス
・
ナ
ン
デ
ィ

（
カ
ル
カ
ヅ
タ
近
郊
カ
ル
ナ
）
、
ケ
ン
ギ
ヤ
（
ベ
ナ
レ
ス
）
、
ボ
ー

ジ
ラ
ー
ジ
（
パ
ト
ナ
）
、
ゴ
サ
イ
ン
（
西
イ
ン
ド
）
。
（
h
）
商
人

長
者
（
竃
き
且
竃
）
　
中
位
の
資
金
量
（
二
千
～
二
万
五
千
ル
ピ

ー
）
を
有
し
各
地
の
地
方
商
業
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
商
業
を
行
う
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●

が
、
更
に
、
少
く
と
も
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
第
一
の
タ

イ
プ
は
、
商
業
セ
ン
タ
ー
に
倉
庫
を
構
え
、
域
内
で
産
す
る
米
、

食
用
油
、
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
織
布
な
ど
を
送
り
出
し
、
逆
に
、
塩
、

繰
綿
、
鉄
、
香
料
な
ど
を
域
内
に
供
給
す
る
。
倉
庫
を
も
つ
。
の
で

蔵
元
（
Ω
〇
一
邑
胃
）
と
呼
ぱ
れ
た
り
、
米
を
主
に
扱
う
の
で
籾
殻

長
者
（
｝
巨
9
峯
等
旦
竃
）
と
呼
ぱ
れ
た
り
す
る
。
自
分
の
商
船

を
持
た
な
い
者
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
、
傭
船
し
て
商
品
を
運
ぶ
。

こ
の
様
な
中
級
商
人
は
多
数
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
サ
ハ
（
彗
豊
）
、

テ
リ
ー
（
宗
5
な
ど
の
平
地
ベ
ン
ガ
ル
出
身
の
商
葉
、
職
人
力

ー
ス
ト
員
で
あ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
域
外
の
大
商
葉
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
と
す
る
中
級
商
人
た
ち
で
、
彼
等
は
雨
期
に
商
船
を
仕

立
て
て
一
斉
に
北
ベ
ン
ガ
ル
各
地
の
商
業
セ
ン
タ
ー
に
向
い
、
仕

入
れ
た
商
品
を
現
地
商
人
に
卸
売
り
し
、
帰
り
荷
と
し
て
域
内
産

品
を
穣
み
返
る
。
彼
等
は
、
船
で
往
来
し
県
内
に
は
一
時
滞
在

す
る
だ
け
な
の
で
、
他
処
商
人
、
他
処
長
者
（
｝
①
昌
｝
Φ
零
旦

d
喝
ユ
g
団
①
昌
峯
き
旦
竃
）
と
呼
ぱ
れ
た
り
渡
来
長
者
（
｝
－
－

豊
竃
一
舌
竃
葦
ど
實
）
と
呼
ぱ
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
商
人
が
最

も
多
数
来
訪
す
る
の
は
R
県
で
、
こ
の
県
の
輸
出
・
入
の
大
半
は

彼
等
の
手
中
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
彼
等
は
、
マ
イ
マ
ン
シ
ン
県

　
　
ガ
ソ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ソ
ジ

シ
ラ
ジ
港
、
ダ
ヅ
カ
近
郊
の
ナ
ラ
ヤ
ン
港
を
拠
点
と
し
、
塩
、
鉄
、

●

現
金
、
為
替
手
形
を
持
っ
て
R
県
に
向
い
、
．
現
地
商
人
と
の
間
で

商
品
の
等
価
交
換
を
行
い
、
又
、
市
場
か
ら
持
船
が
満
載
に
な
る

ま
で
現
金
で
米
、
タ
バ
コ
、
油
、
砂
糖
を
買
付
け
、
戻
っ
て
ゆ
く
。

P
県
に
も
こ
の
種
の
商
人
は
少
く
な
い
。
彼
等
は
、
ラ
ー
ジ
マ
ハ

ル
、
ジ
ャ
ン
ギ
プ
ル
、
ム
ル
シ
ダ
パ
ー
ド
、
ナ
ト
ー
ル
な
ど
を
拠

点
に
し
、
塩
、
鉄
、
ベ
テ
ル
の
実
を
、
大
量
に
持
ち
込
み
売
り
捌

き
、
逆
に
、
大
量
の
米
を
現
金
で
買
付
け
持
ち
返
る
。
更
に
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ソ
ジ

河
川
の
流
路
に
恵
ま
れ
な
い
D
県
に
も
、
ナ
ラ
ヤ
ン
港
を
拠
点
と

す
る
他
処
商
人
が
渡
来
し
、
塩
、
コ
コ
ナ
ツ
、
ベ
テ
ル
の
実
を
持

ち
込
み
、
砂
糖
、
糖
蜜
、
タ
バ
コ
な
ど
を
持
ち
返
る
。
第
三
の
タ

イ
プ
は
、
特
定
商
品
の
輸
出
・
入
を
行
う
商
人
で
、
R
県
の
薬

種
問
屋
（
勺
o
m
邑
）
、
西
部
イ
ン
ド
、
北
イ
ン
ド
の
絹
織
物
商
人

（
Ω
o
邑
奏
一
Ω
o
署
印
邑
）
、
ナ
ト
ー
ル
の
貝
問
星
、
サ
ン
テ
ィ
プ

ル
、
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
の
織
物
問
屋
な
ど
。
又
、
D
，
P
両
県
の

製
糖
業
者
、
D
，
R
，
P
三
県
の
洋
式
藍
業
者
も
、
そ
の
域
外
と

の
取
引
量
か
ら
い
え
ぱ
、
商
人
長
者
に
入
れ
て
よ
い
存
在
で
あ
る
。

（
一
㎜
）
為
替
商
（
宍
目
亭
～
巴
♪
ω
胃
昆
）
遠
隔
地
へ
の
送
金
・
支

払
手
段
と
し
て
為
替
手
形
を
発
行
す
る
為
替
商
は
、
北
ベ
ン
ガ
ル

の
地
域
社
会
と
域
外
市
場
を
結
ぶ
も
う
一
つ
の
重
要
な
回
路
で
あ

る
。
彼
等
は
又
、
両
替
、
短
期
融
資
、
手
形
割
引
な
ど
に
も
応
じ
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る
。
こ
の
よ
う
な
為
替
商
は
D
県
七
店
、
R
県
五
店
、
P
県
七
店

あ
る
が
、
中
で
も
、
ジ
ャ
ガ
ー
ト
・
セ
ト
（
盲
㎝
箒
ω
9
募
）
商

会
は
、
三
県
の
全
て
に
支
店
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
の
全

地
域
に
向
け
て
手
形
発
行
を
す
る
実
カ
を
も
つ
。
他
の
商
会
は
、

バ
ト
ナ
、
ペ
ナ
レ
ス
、
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
、
ダ
ヅ
カ
、
カ
ル
カ
ヅ

タ
な
ど
、
北
ベ
ン
ガ
ル
と
深
い
緒
ぴ
つ
き
を
も
つ
大
商
業
セ
ン
タ

ー
に
対
し
て
の
み
手
形
を
振
出
す
。
そ
の
多
く
は
、
オ
ス
ワ
ル

（
O
署
巴
）
な
ど
北
西
イ
ン
ド
の
商
業
力
ー
ス
ト
の
者
で
あ
る
。

手
形
割
引
を
行
う
の
は
、
ジ
ャ
ガ
ー
ト
・
セ
ト
を
含
め
て
三
店
の

み
で
、
他
の
ニ
ハ
行
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
。
手
形
手
数
料
は
、
R

市
を
起
点
と
す
る
と
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
ニ
％
、
ベ
ナ
レ
ス
四
％
、
D

市
か
ら
だ
と
、
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
O
・
五
～
一
・
○
％
、
カ
ル
カ

ッ
タ
一
～
一
・
五
％
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
商
会
の
多
く
は
、

か
つ
て
、
政
府
や
地
主
の
地
税
送
金
の
代
行
を
し
た
り
、
地
主
や

会
社
商
館
に
資
金
貸
付
を
し
、
又
、
混
乱
し
た
旧
幣
制
時
代
に
は

両
替
差
益
に
よ
っ
て
、
大
き
な
利
益
を
あ
げ
て
い
た
。
し
か
し
、

ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
調
査
時
に
は
、
い
く
つ
か
の
大
商
会
を
除
く
と
、

彼
等
は
地
主
の
行
う
べ
き
農
民
か
ら
の
地
代
徴
収
と
政
府
へ
の
地

税
納
入
を
代
行
し
、
地
所
経
営
の
諸
勘
定
を
行
い
、
遠
方
の
大
都

市
に
住
む
地
主
に
剰
余
金
を
送
金
す
る
こ
と
な
ど
に
業
務
の
中
心

を
移
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
地
税
の
立
替
払
い
な
ど
の
融
資
も

行
っ
た
。
こ
う
し
て
、
彼
等
は
地
主
の
地
代
収
入
の
少
な
か
ら
ぬ

部
分
を
、
手
数
料
や
利
子
と
し
て
得
て
い
た
。

　
以
下
に
お
い
て
は
、
地
域
内
の
物
資
流
通
を
担
う
在
地
商
人
た

ち
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
上
述
の
如
く
、
商
人
長
者
が
域
外
か
ら
持
ち
込
む
物
資
を
商
業

セ
ン
タ
ー
で
卸
買
い
す
る
商
人
が
お
り
、
彼
等
は
D
県
で
は
輸
入

品
扱
い
商
（
＞
∋
註
峯
巴
嘗
）
と
呼
ぱ
れ
、
そ
こ
に
店
舗
を
持
ち
、

五
百
ル
ビ
ー
ほ
ど
の
資
金
で
営
業
す
る
。
彼
の
仕
入
れ
た
商
品
は
、

中
間
問
屋
（
霊
寿
胃
）
、
小
売
店
主
（
U
o
ぎ
邑
胃
）
、
そ
し
て
原

材
料
で
あ
れ
ぱ
製
造
業
者
な
ど
に
卸
売
ら
れ
、
拡
散
し
て
い
く
。

R
，
P
両
県
に
は
、
別
個
の
存
在
と
し
て
の
輸
入
品
扱
い
商
は
い

ず
、
中
間
問
屋
が
そ
の
機
能
を
兼
ね
た
。
こ
れ
ら
中
間
問
屋
は
、

百
～
五
百
ル
ビ
ー
の
資
金
と
小
倉
庫
を
商
業
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
、

域
外
商
品
の
県
内
へ
の
浸
透
を
媒
介
し
、
他
方
で
、
域
内
産
品
の

県
外
へ
の
輸
出
を
仲
介
し
た
。
彼
等
は
、
時
に
、
大
商
人
な
ど
か

ら
、
一
定
の
商
品
の
買
付
け
を
依
頼
さ
れ
、
前
渡
金
を
受
け
取
り

そ
れ
を
生
産
者
に
配
布
し
た
。
こ
の
時
し
ぱ
し
ば
生
産
者
が
契
約

通
り
生
産
物
を
引
渡
す
こ
と
に
対
す
る
保
証
人
と
な
っ
た
。
中
間
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問
屋
は
こ
の
よ
う
な
伸
買
い
を
す
る
時
に
は
手
数
料
五
～
六
・
二

五
％
を
得
、
又
、
保
証
人
と
な
っ
た
時
に
は
更
に
一
％
の
料
金
を

得
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
申
間
間
屋
は
、
店
、
倉
庫
を
構
え
て
お
り
、
後
背

の
農
村
の
奥
深
く
ま
で
買
付
に
入
り
込
む
こ
と
が
仲
々
出
来
な
い

の
で
、
特
に
米
の
買
付
け
に
お
い
て
は
、
こ
の
役
目
を
果
す
一
群

の
小
仲
買
人
（
田
O
寝
昌
が
い
た
。
彼
等
は
多
く
の
場
合
単
作
地

帯
の
裕
福
な
農
民
達
で
あ
り
、
冬
場
米
の
収
穫
後
、
荷
牛
を
連
れ

村
々
を
回
り
、
特
に
農
作
業
に
追
わ
れ
る
二
毛
作
地
帯
の
農
民
か

ら
米
を
買
付
け
、
商
業
セ
ン
タ
ー
に
運
び
、
い
ず
れ
か
の
中
間
問

星
に
そ
れ
を
売
却
し
た
。
特
に
、
良
質
米
で
有
名
な
D
県
で
は
、

資
金
の
あ
る
小
仲
買
商
は
冬
場
米
の
刈
入
れ
直
前
の
端
境
期
（
一

一
～
二
一
月
）
に
農
民
に
前
渡
金
を
与
え
て
有
利
な
買
付
を
行
っ

た
。
前
渡
金
に
対
し
て
、
小
仲
買
商
は
一
カ
月
に
付
き
三
％
強
の

利
子
を
課
し
、
更
に
、
売
却
代
金
の
五
％
を
謝
礼
と
し
て
要
求
し

た
。
農
民
の
米
の
引
渡
し
価
樒
は
、
そ
の
時
点
の
市
価
が
採
用
さ

れ
る
が
、
前
渡
金
を
与
え
た
者
は
、
右
の
如
き
利
得
を
得
た
。
時

に
、
彼
等
は
、
買
付
け
た
米
を
退
蔵
し
、
値
上
が
り
を
待
っ
て
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

却
し
、
よ
り
大
き
な
利
益
を
得
た
。
な
お
、
前
稿
で
触
れ
た
様
に
、

農
民
に
手
付
金
を
与
え
る
際
に
、
商
人
は
地
主
に
対
し
て
、
そ
の

農
氏
の
地
代
の
支
払
保
証
を
し
て
、
地
主
の
も
つ
穀
物
に
対
す
る

第
一
抵
当
権
を
解
除
し
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
R
県
で
は
、

D
県
ほ
ど
米
に
対
す
る
前
渡
金
制
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
小
仲
買

商
は
村
の
週
市
で
米
を
現
金
で
買
付
け
た
。
貧
し
い
小
伸
買
商
の

中
に
は
荷
牛
を
持
た
ず
、
天
秤
棒
を
担
い
で
農
家
を
一
軒
一
軒
回

り
、
少
量
を
買
付
け
、
セ
ン
タ
ー
に
運
び
売
る
者
も
い
た
。
こ
の

様
な
者
は
行
商
人
（
勺
冨
H
～
巴
里
）
と
呼
ぱ
れ
た
。

　
次
に
、
各
村
市
場
に
お
い
て
、
住
民
に
小
売
り
す
る
こ
と
を
生

業
と
す
る
人
々
に
目
を
転
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
、

D
県
の
報
告
書
中
で
、
こ
の
様
な
小
売
商
に
関
す
る
詳
し
い
記
述

を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
小
売
商
は
、
商
店
主
（
U
o
冨
甲

3
H
）
と
職
人
兼
小
売
業
者
（
｝
竜
g
多
邑
彗
但
し
、
こ
の
用
語

の
使
い
方
は
不
適
切
で
あ
る
）
に
分
け
ら
れ
、
夫
々
、
一
七
種
ず

つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
残
念
乍
ら
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
紙
幅

は
な
い
の
で
表
7
に
概
括
し
て
お
く
。

㈹
　
流
通
圏
と
運
輸
手
段

　
北
部
三
県
は
東
か
ら
西
へ
隣
り
合
っ
て
並
ん
で
い
る
が
、
そ
こ

を
通
る
河
川
路
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
属
す
流
通
圏
は
少
し
ず
つ
相

違
し
て
い
る
。
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．
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（95）一九世紀初頭北ペンガルの流通と手工業

●

　
東
の
R
県
は
、
ジ
ャ
ム
ナ
ー
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
河
の
流
系
に
よ

　
　
　
　
　
ガ
ソ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ソ
、
ソ

っ
て
シ
ラ
ジ
港
～
ナ
ラ
ヤ
ン
港
～
ダ
ッ
カ
と
の
結
ぴ
付
き
が
強
く
、

ダ
ツ
カ
流
通
圏
（
東
ベ
ン
ガ
ル
流
通
圏
と
い
っ
て
も
よ
い
）
に
属

す
が
、
中
央
の
D
県
と
西
の
P
県
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
流
系
に
よ

り
、
ム
ル
シ
ダ
パ
ー
ド
～
カ
ル
カ
ッ
タ
の
カ
ル
カ
ヅ
タ
流
通
圏

（
西
ベ
ン
ガ
ル
流
通
圏
と
い
っ
て
も
よ
い
）
と
強
く
結
合
し
て
い

る
。
又
、
P
県
は
、
同
時
に
、
パ
ト
ナ
流
通
圏
の
一
部
を
も
な
し

て
い
る
。
勿
論
、
実
際
に
は
単
に
流
系
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
経

済
的
諸
因
も
作
用
し
て
お
り
D
県
に
も
ダ
ヅ
カ
圏
か
ら
米
商
人
が

買
付
け
に
行
く
し
、
R
県
は
タ
バ
コ
、
洋
式
藍
、
砂
糖
に
よ
っ
て

カ
ル
カ
ッ
タ
と
深
い
関
係
を
も
つ
。
R
県
は
、
又
、
北
方
の
ブ
ー

タ
ン
、
ア
ヅ
サ
ム
、
ガ
ロ
を
商
圏
と
し
て
持
ち
、
実
綿
、
ウ
ー
ル
、

木
材
、
酒
、
そ
の
他
に
よ
り
国
境
を
越
え
た
物
資
流
通
が
行
わ
れ

て
い
る
。
．
P
県
も
同
様
に
北
方
の
グ
ル
カ
領
と
、
木
材
、
牧
畜
な

ど
で
、
強
い
結
び
付
き
を
も
つ
。
更
に
、
こ
れ
ら
三
県
の
綿
業
に

と
っ
て
、
西
部
イ
ン
ド
か
ら
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
安
価
な
繰
綿
は

不
可
欠
の
原
料
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
繰
綿
の
ペ
ン
ガ
ル
に
お

け
る
集
積
地
で
あ
る
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
近
郊
の
ボ
ゴ
バ
ン
ゴ
ラ

（
ω
o
o
司
3
彗
σ
・
o
5
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ

の
重
要
な
物
資
で
あ
る
塩
は
、
東
ベ
ン
ガ
ル
流
通
圏
は
チ
ッ
タ
ゴ

■

ン
の
塩
と
、
西
ペ
ン
ガ
ル
流
通
圏
は
ヒ
ジ
ュ
リ
な
ど
南
西
海
岸
地

方
の
製
塩
地
帯
と
結
ぴ
つ
い
て
い
た
様
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
世
紀
初
頭
の
北
ベ
ン
ガ
ル
は
、
河
川
流
通
網

に
よ
り
相
互
に
結
合
し
て
お
り
、
そ
の
ル
ー
ト
、
運
賃
等
に
つ
い

て
も
ブ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
は
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
も

は
や
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
だ

け
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
河
川
．
交
．
通
を
担
っ
た
船
頭
た
ち

が
、
ナ
イ
ヤ
な
ど
と
呼
ぱ
れ
る
漁
師
カ
ー
ス
ト
に
属
し
、
そ
の
長

（
Ω
巨
“
目
ど
貝
峯
昌
3
一
）
の
強
い
統
制
下
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
自
船
を
も
た
な
い
商
人
は
、
傭
船
に
あ
た
っ
て
必
ず
こ
の
長

を
通
し
て
交
渉
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
船
頭
た
ち
は
こ
の
団
結
に
よ
り
、

船
の
賃
料
を
望
ま
し
い
水
準
に
保
ち
、
集
団
の
利
益
を
守
っ
て
い

た
。

（
1
）
　
O
＝
P
邑
o
叩
　
向
一
　
↓
『
o
く
巴
｝
葭
貝
　
オ
雨
、
o
ミ
　
善
o
詩
　
、
“
雨
　
－
S
、
昌
ミ
、

　
o
§
、
。
§
、
§
軋
饒
§
註
b
ミ
雲
ミ
§
雨
掌
ミ
昌
、
専
雪
§
§
ミ
一

　
〇
曽
－
o
自
算
P
　
－
o
o
山
少
『
o
勺
ユ
＝
叶
（
－
o
N
α
）
1
唱
一
Φ
H
．

（
2
）
　
谷
口
晋
音
「
在
来
糖
業
」
二
二
五
頁
。
同
、
「
一
八
五
九
年
ベ

　
ン
ガ
ル
地
代
法
の
一
考
察
」
『
一
橋
論
叢
』
、
八
五
ノ
ニ
、
　
一
九
八
一

　
年
、
一
九
八
員
。
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、
　
　
、

非
農
業
生
産
諸
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
本
節
で
は
、
農
業
以
外
の
生
産
諸
部
門
に
焦
点
を
あ
て
る
。
ブ

キ
ャ
ナ
ン
は
こ
う
し
た
職
業
と
し
て
、
R
県
に
つ
い
て
六
三
種
を

挙
げ
た
が
、
以
下
に
お
い
て
そ
の
内
の
重
要
と
思
わ
れ
る
職
種
を

み
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
諸
部
門
の
全
体
像
は
既
に
表
1
に
与
え
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
各
種
の
職
種
を
サ
ー
ピ
ス
業
、
家
内
手

工
業
、
工
場
制
手
工
業
に
与
こ
く
大
ま
か
に
分
け
て
叙
述
す
る
。
各

職
業
の
就
業
者
数
は
、
表
1
を
見
ら
れ
た
い
。

ω
　
サ
ー
ビ
ス
業

　
ブ
キ
ャ
ナ
ン
が
芸
能
と
し
た
四
種
（
表
－
申
の
オ
鼻
H
～
企
）

も
サ
ー
ピ
ス
業
と
い
い
う
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
サ

ー
ピ
ス
業
に
該
当
す
る
の
は
、
洗
濯
人
（
乞
p
㎞
）
、
床
屋
（
オ
p

N
）
で
あ
る
。
掃
除
人
や
奉
公
人
も
当
然
に
い
た
筈
だ
が
、
ブ
キ

ャ
ナ
ン
の
調
養
で
は
独
立
し
た
職
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

　
洗
濯
人
（
乞
o
．
｝
・
U
ぎ
g
）
　
一
般
住
民
は
自
分
で
洗
濯
を
す

ま
せ
る
か
ら
、
顧
客
は
宮
裕
層
で
あ
る
。
出
来
高
払
い
で
あ
り
、

夫
婦
で
働
き
月
収
四
ル
ピ
ー
ほ
ど
の
平
均
的
収
入
を
得
る
。
彼
等

は
ヒ
ン
ド
ゥ
身
分
秩
序
の
中
で
は
最
下
層
（
＞
目
身
〇
一
）
に
属
す
。

　
床
屋
（
之
ρ
N
・
之
岩
5
広
い
顧
客
を
持
ち
、
「
浄
」
と
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

さ
れ
る
「
九
種
職
人
」
（
Z
O
く
里
邑
｝
）
に
属
す
。
各
市
場
に
店
を

開
き
、
散
髪
、
髭
剃
り
、
爪
切
り
を
し
、
一
回
一
〇
ガ
ン
ダ
（
9

五
ア
ナ
）
又
は
そ
れ
相
当
の
米
を
得
る
。
農
民
、
労
働
者
は
月
に

一
度
位
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
R
県
で
は
「
不
浄
」
力

ー
ス
ト
ヘ
の
サ
ー
ピ
ス
は
拒
否
す
る
。
し
か
し
、
D
，
P
両
県
で

は
こ
の
様
な
差
別
は
行
わ
な
い
。
床
屋
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
儀
礼
上
の

重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
花
婿
や
出
産
一
〇
日
後
の
母

子
に
サ
ー
ピ
ス
を
し
祝
儀
を
得
る
。
R
県
南
東
部
で
は
、
こ
の
職

は
世
襲
で
、
農
民
は
サ
ー
ピ
ス
に
対
し
収
穫
時
に
生
産
物
の
一
定

割
合
を
払
う
。
又
、
P
県
で
も
、
農
民
は
一
定
量
の
穀
物
支
払
い

の
契
約
を
し
、
そ
の
都
度
毎
の
支
払
い
は
し
な
い
と
い
う
。
R
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
こ
の
記
述
は
、
ワ
タ
ン
的
シ
ス
テ
ム
が
都
分
的
に
で
は
あ
れ
北

ベ
ン
ガ
ル
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
注
目
さ
れ
る
が
、

し
か
し
、
こ
れ
は
、
現
在
の
我
々
の
も
つ
情
報
に
よ
る
限
り
は
例

外
的
事
例
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
　
家
内
手
工
業

　
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
挙
げ
る
六
三
職
種
の
内
、
家
内
手
工
業
又
は
そ

れ
に
準
じ
る
も
の
は
、
少
く
と
も
五
〇
種
を
数
え
る
。
そ
れ
ら
に
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●

共
通
す
る
特
徴
は
、
家
族
労
働
力
の
み
で
行
う
零
細
な
仕
事
で
あ

る
こ
と
と
い
っ
て
よ
く
、
又
、
生
産
物
の
販
売
先
は
殆
ど
域
内
市

場
で
あ
る
。

　
仕
立
星
（
オ
◎
・
α
）
　
伝
統
的
な
ヒ
ン
ド
ゥ
の
衣
服
は
、
男
女
共

に
織
り
上
っ
た
ま
ま
の
布
を
身
に
ま
と
う
と
い
う
も
の
で
、
裁
縫

を
必
要
と
し
な
い
。
従
っ
て
、
仕
立
屋
は
専
ら
ム
ス
リ
ム
衣
裳
を

作
る
。
と
は
い
え
、
ヒ
ン
ド
ゥ
で
あ
っ
て
も
、
役
所
勤
務
や
ヨ
ー

ロ
ッ
バ
人
と
接
触
す
る
も
の
は
ム
ス
リ
ム
風
の
盛
装
を
す
る
。
だ

が
、
他
方
で
、
人
口
の
圧
倒
的
都
分
を
占
め
る
ム
ス
リ
ム
下
層
毘

は
、
一
八
七
〇
年
代
の
調
査
に
お
い
て
も
七
五
％
が
「
仮
住
い
ム

ス
リ
ム
」
（
田
豊
－
一
彗
O
｝
8
）
と
呼
ぱ
れ
ヒ
ン
ド
ゥ
の
慣
習
や
儀
式

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

を
維
持
し
て
い
る
と
あ
る
様
に
、
衣
服
を
含
め
日
常
生
活
は
ヒ
ン

ド
ゥ
と
変
わ
る
所
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
仕
立
屋
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
殆
ど
全
て
の
仕
立
屋
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、

隈
ら
れ
た
顧
客
を
相
手
に
注
文
生
産
を
行
っ
た
。
当
然
に
支
払
い

は
出
来
高
に
よ
り
、
少
く
と
も
四
ル
ビ
ー
以
上
の
月
収
を
得
た
。

日
給
で
賃
仕
事
を
す
る
着
も
お
り
、
そ
の
場
合
は
一
日
ニ
ア
ナ

（
月
収
に
す
れ
ぱ
三
ル
ビ
ー
二
一
ア
ナ
）
が
標
準
で
あ
っ
た
。

　
貝
製
腕
輸
職
人
（
オ
o
L
ω
■
窪
嘗
。
目
一
富
3
　
貝
の
腕
輸
は
、
ベ

ン
ガ
リ
ー
・
ヒ
ン
ド
ゥ
の
既
婚
女
性
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
職
人

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

は
「
九
種
職
人
」
の
一
員
と
さ
れ
る
。
原
料
貝
は
、
ク
マ
ル
カ
リ

（
宍
自
目
胃
書
胃
戸
ラ
ー
ジ
シ
ャ
ー
ヒ
ー
県
）
の
あ
る
商
人
が
、
カ

ル
カ
ノ
タ
か
ら
一
手
に
仕
入
れ
、
そ
れ
を
北
ベ
ン
ガ
ル
各
地
の
職
一

人
に
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
貝
を
環
状
に
切
断
し
研
磨
す
る
の

は
か
な
り
の
技
術
を
要
す
る
。
そ
の
上
に
、
貝
の
仕
入
費
、
染
料

代
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
独
立
自
営
の
職
人
と
し
て
営
業
す
る
に

は
五
〇
ル
ビ
ー
も
の
元
手
が
か
か
る
。
こ
の
様
な
職
人
は
、
安
定

し
た
需
要
を
背
最
に
、
見
込
み
生
産
を
行
い
、
自
分
の
店
や
市
場

で
小
売
り
し
た
り
、
商
人
に
卸
す
。
一
組
の
腕
輸
は
一
～
七
ル
ビ

ー
も
す
る
高
価
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
様
な
職
人
は
良
い
収
入
を

得
る
と
さ
れ
る
。
又
、
中
に
は
、
四
～
五
百
ル
ビ
ー
の
資
金
を
持

ち
、
大
量
に
貝
を
仕
入
れ
、
職
人
を
傭
っ
て
出
来
高
払
い
で
仕
事

を
さ
せ
る
者
も
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
家
内
手
工
業
の
域
を
出

て
い
る
。
逆
に
貧
し
い
職
人
に
は
、
環
状
に
切
断
し
研
磨
済
み
の

貝
の
輸
を
仕
入
れ
て
、
彩
色
の
み
を
施
し
て
売
り
僅
か
な
手
間
賃

を
稼
ぐ
者
も
い
る
。
巨
大
な
ヒ
ン
ド
ゥ
領
主
が
碧
臨
し
た
D
県
に

は
、
腕
の
良
い
独
立
し
た
職
人
が
多
い
が
、
カ
ム
ル
ビ
ー
文
化
の

よ
り
根
強
い
R
県
や
、
北
イ
ン
ド
文
化
圏
に
半
ぱ
入
り
込
ん
で
い

る
P
県
で
は
、
貝
の
腕
輸
へ
の
需
要
も
小
さ
く
、
貧
し
く
未
熟
な

職
人
が
多
い
。
又
、
こ
れ
ら
両
県
で
は
、
本
来
の
シ
ャ
ン
カ
リ
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1
・
カ
ー
ス
ト
以
外
の
者
も
数
多
く
こ
の
職
業
に
従
っ
て
い
る
。

　
麻
マ
ヅ
ト
織
工
（
オ
ρ
旨
）
麻
マ
ッ
ト
は
着
座
、
睡
眠
用
に

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
農
民
は
自
家
用
に
マ
ッ
ト
を
自

給
す
る
が
、
中
に
は
こ
れ
を
職
業
と
す
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
す
る
需
要
は
通
年
は
な
く
、
又
、
仕
事
の
あ
る
月
で
も

月
収
は
ニ
ル
ビ
ー
ほ
ど
に
し
か
な
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
で
生
計
を
た

て
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
等
は
、
農
地
を
保
有
し
、

他
の
家
族
員
ま
た
は
折
半
小
作
人
に
耕
作
さ
せ
、
麻
マ
ヅ
ト
織
り

の
仕
事
の
な
い
時
に
は
、
自
か
ら
農
耕
を
し
、
生
計
を
補
っ
た
。

特
定
力
ー
ス
ト
の
み
が
こ
れ
を
行
う
と
い
う
記
述
は
な
い
。

　
バ
ス
ケ
ヅ
ト
職
人
（
z
◎
．
鼻
U
o
冒
霊
ε
…
）
　
日
常
生
活
に

不
可
欠
の
種
々
の
製
品
（
食
糧
保
存
籠
、
運
搬
用
籠
、
食
器
、
鞄
、

魚
の
買
、
鳥
寵
、
箒
、
竹
マ
ヅ
ト
、
座
椅
子
、
衝
立
、
そ
の
他
）

を
、
藤
、
葦
、
竹
な
ど
を
編
ん
で
作
る
。
多
く
の
農
民
は
、
こ
れ

ら
の
道
具
を
自
給
す
る
が
、
決
し
て
市
販
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、

こ
れ
を
職
業
と
す
る
ド
ム
・
バ
ト
ニ
が
豚
を
食
ぺ
、
飲
酒
し
、
ヒ

ン
ド
ゥ
的
価
値
基
準
に
あ
っ
て
は
最
も
「
不
浄
」
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
を
市
販
す
る
こ
と
は
自
分
も
彼
等
の
同
類
で
あ
る

と
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
誰
も
が
忌
避
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

如
何
に
も
イ
ン
ド
的
理
由
で
、
バ
ト
ニ
は
そ
の
販
売
市
場
を
独
占

し
て
い
る
。
数
多
く
の
製
品
の
中
で
最
も
商
品
と
し
て
重
要
な
の

は
竹
マ
ッ
ト
（
9
葭
雪
首
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
住
居
の
天
井
板
と

な
っ
た
り
、
小
屋
の
側
壁
、
家
の
囲
い
塀
、
船
の
天
蓋
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
。
犬
き
な
判
は
百
枚
四
ル
ビ
ー
、
小
判
は
百
枚
ニ
ル
ピ

ー
で
大
量
に
売
ら
れ
る
。
D
県
の
竹
マ
ッ
ト
は
良
質
な
の
で
、
時

に
、
商
人
が
前
渡
金
を
与
え
て
大
量
に
買
付
け
る
。
用
途
が
か
く

も
広
く
有
用
性
も
高
い
商
品
群
を
作
る
が
、
彼
等
の
収
入
は
、
夫

婦
共
働
き
で
も
月
収
二
～
三
ル
ビ
ー
で
、
大
変
に
貧
し
い
。
次
の

週
市
ま
で
の
原
料
を
仕
入
れ
る
の
に
二
～
三
ア
ナ
を
確
保
す
る
こ

と
が
や
っ
と
と
い
う
有
様
で
あ
る
。

　
皮
革
職
人
（
之
9
8
淳
N
H
．
竃
竃
貝
O
罫
昌
胃
一
宍
冒
墨
戸

雰
穿
）
　
有
用
性
の
非
常
に
高
い
素
材
で
あ
る
皮
革
を
扱
う
が
、

動
物
の
死
体
処
理
を
伴
う
の
で
最
も
「
不
浄
」
な
職
業
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ル
は
、
バ
タ
ー
、
油
、
糖
蜜
、
マ
ス
タ
ー

ド
油
な
ど
の
保
存
用
革
袋
（
穴
ξ
o
）
包
水
牛
の
皮
で
作
る
。
ペ

デ
は
、
楽
師
で
も
あ
り
ド
ラ
ム
の
皮
を
張
る
。
ど
ち
ら
も
限
定
さ

れ
た
製
品
を
作
り
、
職
人
数
も
少
い
。
ム
チ
、
チ
ャ
マ
ル
は
牛
や

羊
の
生
皮
を
処
理
し
、
そ
れ
を
用
い
て
各
種
製
品
（
靴
、
サ
ド
ル
、

鞄
な
ど
）
を
作
る
。
生
皮
を
凝
し
、
染
色
す
る
ま
で
は
女
の
仕
事

で
、
そ
れ
を
用
い
て
製
品
を
製
造
す
る
の
が
男
の
仕
事
と
さ
れ
て
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い
る
。
牛
の
生
皮
は
一
枚
土
6
ル
ピ
ー
で
、
処
理
後
は
三
4

ル
ビ
ー
に
な
る
。
羊
の
生
皮
は
｝
枚
－
一
2
0
ル
ビ
ー
．
で
、
処
理
後

は
1
一
6
～
1
一
4
ル
ビ
ー
に
な
る
。
夫
婦
で
一
力
月
に
八
足
の
靴

。
を
作
り
、
三
ル
ビ
ー
ほ
ど
の
収
入
を
得
る
。
バ
ス
ケ
ヅ
ト
職
人
と

同
じ
く
、
そ
の
「
不
浄
性
」
の
故
に
、
他
力
ー
ス
ト
が
参
入
す
る

こ
と
は
な
い
。

　
煙
草
職
人
（
2
o
。
塞
）
　
R
県
は
タ
バ
コ
の
主
産
地
と
し
て
一

九
世
紀
後
半
に
は
ベ
ン
ガ
ル
で
頭
抜
け
た
存
在
に
な
る
が
、
こ
の

時
期
に
は
、
特
に
目
立
つ
ほ
ど
の
重
要
性
は
ま
だ
有
し
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
多
様
な
力
ー
ス
ト
の
者
が
四
～
五
ル
ビ
ー
の

零
綱
な
費
本
で
タ
バ
コ
葉
と
糖
蜜
を
仕
入
れ
、
加
工
し
て
自
宅
や

市
場
で
売
る
。
収
入
は
職
人
と
し
て
は
貧
し
い
方
に
属
す
。

　
製
油
業
者
（
乞
◎
■
轟
。
穴
與
貝
H
竺
）
　
マ
ス
タ
ー
ド
油
は
ベ
ン

ガ
ル
料
理
に
不
可
欠
で
あ
り
、
織
物
業
に
次
ぐ
多
数
の
職
人
が
製

油
業
に
従
事
し
．
て
い
る
。
こ
れ
は
「
浄
」
な
る
仕
事
で
あ
り
、
テ

リ
ー
は
真
正
ス
ー
ド
ラ
（
ω
落
o
o
邑
轟
）
の
筆
頭
に
位
置
す
る
。

と
は
い
え
、
実
際
の
製
油
葉
者
の
九
割
以
上
は
、
ラ
ー
ジ
バ
ン
シ

ー
、
ム
ス
リ
ム
な
ど
本
来
の
力
ー
ス
ト
以
外
の
者
が
行
う
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ぱ
、
R
県
に
は
三
、
二
五
四
の
製
油
業
者
が
い
る
が
、

他
方
で
｛
本
来
の
ζ
の
力
ー
ス
ト
（
テ
リ
ー
と
カ
ル
ー
）
の
家
族

数
は
憧
か
二
百
で
あ
る
。
搾
油
場
は
簡
素
な
小
星
と
そ
の
中
に
設

置
さ
れ
た
木
臼
（
斤
o
巨
）
か
ら
な
る
。
一
固
二
回
操
業
す
る
に
は

交
代
用
を
舎
め
二
頭
の
役
牛
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
為
の
種
子
も

買
い
溜
め
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
油
に
対
す
る
需
要
は
恒
常
的

に
あ
る
か
ら
通
年
営
業
を
で
き
る
。
と
ζ
ろ
で
、
実
際
の
油
搾
り

職
人
に
は
、
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
単
純
な
一
般
化
は
で
き
な
い
。

（
i
〉
あ
る
者
は
豊
富
な
資
金
を
持
ち
、
マ
ス
タ
ー
ド
栽
培
農
氏

に
前
渡
金
を
与
え
て
原
料
を
確
保
し
た
り
、
二
～
五
基
の
木
臼
を

も
つ
。
複
数
の
臼
を
持
つ
者
は
、
当
然
に
労
働
者
を
や
と
っ
て

生
産
を
行
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
（
H
）
他
の
者
は
、
資
本
に
乏
し

く
、
次
の
週
市
ま
で
の
種
子
を
辛
じ
て
仕
入
れ
て
搾
油
し
、
そ
の

売
却
代
金
で
そ
の
次
の
週
の
生
産
を
継
続
す
る
。
な
か
に
は
、

役
牛
を
一
頭
し
か
も
た
ず
、
一
日
一
回
し
か
繰
業
で
き
な
い
著
も

い
る
。
（
一
㎜
〉
更
に
別
の
者
は
、
自
分
で
種
子
を
買
え
ず
、
農
民

か
ら
種
子
を
受
け
取
っ
て
搾
油
し
、
手
間
賃
と
し
て
宇
定
量
の
油

と
油
粕
の
金
て
を
碍
る
蓼
こ
の
中
に
は
、
役
牛
を
も
た
ず
、
人
カ

で
臼
を
回
す
考
さ
え
あ
る
。
（
岬
）
更
に
他
の
者
は
、
搾
油
施
設

を
所
有
す
る
が
自
分
で
は
そ
れ
を
動
か
さ
ず
、
希
望
す
る
農
民
に

施
設
を
貸
し
、
一
定
の
料
金
を
得
る
。
（
V
）
又
、
R
県
北
東
の

ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
河
岸
の
ナ
ゲ
シ
冒
リ
（
オ
晶
轟
ミ
實
｝
）
に
は
七
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百
家
族
も
の
貧
し
い
製
油
業
者
が
集
中
す
る
が
、
彼
等
の
多
く
は

油
商
人
の
影
響
下
に
あ
る
。
彼
等
は
、
商
人
か
ら
種
子
を
受
け
取

り
、
搾
っ
た
油
は
全
て
商
人
に
渡
し
、
そ
の
代
償
に
賃
料
と
油
粕

を
得
た
。
．

　
こ
の
様
に
多
様
な
経
営
形
態
を
と
る
製
油
業
者
た
ち
は
、
ど
の

位
の
収
入
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
地
域
に
よ
り
、
又
、
恐
ら
く
は

晶
質
に
よ
り
、
種
子
と
油
の
値
段
が
異
な
る
し
、
事
例
毎
に
一
日

の
種
子
の
処
理
量
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
の
で
比
較
が
難
し
い
の
で

あ
る
が
、
，
こ
く
大
雑
把
に
い
う
な
ら
ぱ
、
自
分
で
種
子
を
買
い
油

を
売
る
者
は
、
一
日
三
ア
ナ
内
外
（
月
収
五
ル
ピ
ー
一
〇
ア
ナ
）

を
得
る
。
他
人
の
種
子
を
製
油
し
賃
料
を
受
け
取
る
場
合
は
、
そ

の
報
酬
は
一
日
当
り
一
・
四
ア
ナ
か
ら
二
・
五
ア
ナ
ま
で
多
様
で

あ
る
が
、
一
日
の
種
子
の
処
理
量
を
二
四
シ
ェ
ー
ル
（
O
．
六
マ

ン
）
と
し
て
計
算
し
直
す
と
、
一
般
農
民
か
ら
種
子
を
受
け
取
る

場
合
は
月
収
四
ル
ビ
ー
内
外
で
あ
り
、
商
人
の
支
配
下
に
お
か
れ

た
場
合
は
月
収
三
ル
ビ
ー
ほ
ど
と
な
る
。

　
大
工
（
ズ
ρ
富
。
O
ブ
巨
旨
♪
o
o
葦
量
ρ
ぎ
♪
団
胃
巴
）
　
ベ
ン
ガ

ル
農
業
社
会
に
不
可
欠
の
存
在
だ
が
、
力
ー
ス
ト
．
ラ
ン
ク
で
は
、

「
不
浄
で
あ
る
が
完
全
に
堕
落
し
て
は
い
な
い
」
と
さ
れ
る
下
層

カ
ー
ス
ト
群
（
峯
o
ε
に
属
す
。
し
か
し
、
実
際
の
大
工
の
大
半

は
、
ラ
ー
ー
ジ
バ
ン
シ
と
い
う
北
ベ
ン
ガ
μ
特
有
の
部
族
の
人
々
で

あ
る
。
大
多
数
は
村
に
住
み
、
粗
末
な
農
具
、
家
具
を
作
る
貧
し

い
職
人
で
あ
る
が
、
都
市
で
は
需
要
も
多
く
収
入
も
月
収
四
λ
八

ル
ビ
ー
と
高
水
準
で
あ
る
。
注
文
が
あ
れ
ば
、
搾
油
用
木
臼
、
搾

糖
用
木
臼
、
足
踏
み
米
掲
き
器
（
U
幕
己
5
な
ど
も
製
作
す
る
。

な
お
、
若
干
の
者
は
船
大
工
と
し
て
艮
い
収
入
を
得
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
陶
工
（
ズ
ρ
ω
N
．
宍
昌
畠
『
）
　
北
ベ
ン
ガ
ル
の
職
人
群
の
不
可

欠
の
一
員
で
「
九
種
職
人
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
製

晶
は
赤
陶
と
黒
陶
が
あ
る
。
黒
陶
の
方
が
堅
牢
で
価
楕
も
1
一
8

ほ
ど
高
い
が
、
生
産
の
大
都
分
は
赤
陶
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
紬
を

欠
く
の
で
表
面
が
粗
く
、
汚
れ
や
す
い
。
こ
の
為
に
「
浄
」
カ
ー

ス
ト
の
者
は
一
度
用
い
た
陶
器
の
食
器
は
使
い
捨
て
に
す
る
。
か

く
し
て
陶
器
の
価
楮
は
非
常
に
安
価
に
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
陶
工

は
よ
り
よ
い
品
質
を
求
め
る
誘
因
を
欠
く
と
い
う
。
原
料
の
陶
土

は
、
陶
工
以
外
の
者
が
よ
い
土
を
見
つ
け
て
運
ん
で
来
、
陶
工
は

彼
等
に
賃
金
を
払
う
。
更
に
、
彼
は
、
陶
土
使
用
の
代
償
と
し
て
、

地
主
に
製
品
の
一
都
を
猷
上
す
る
。
窯
出
し
後
の
製
晶
は
小
商
人

が
即
金
で
買
い
取
り
、
市
場
で
売
る
。
あ
る
陶
工
は
男
四
名
女
二

名
で
仕
事
し
、
一
力
月
に
五
回
窯
出
し
し
た
。
製
品
は
各
回
四
ル

946
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●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ビ
ー
、
コ
ス
ト
μ
燃
料
一
。
ル
ビ
ー
、
陶
土
一
〇
ア
ナ
セ
あ
る
か
ら
、

一
ケ
月
の
純
収
入
は
一
一
ル
ピ
、
一
四
ア
ナ
セ
あ
る
。
夫
婦
で
四

ル
ピ
ー
ほ
ど
の
収
入
に
な
る
の
、
で
、
職
人
と
し
て
は
平
均
的
な
収

入
と
い
っ
て
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
、

　
鍛
冶
屋
（
之
ρ
お
・
肉
雪
昌
胃
）
　
こ
れ
も
、
本
来
は
「
九
種
職

人
」
の
職
掌
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
ム
ス
リ
ム
も
含
め
て
あ
ら
ゆ

る
人
々
が
参
入
し
て
、
い
る
。
，
通
常
、
彼
等
は
地
鉄
を
買
っ
て
様
々

な
製
品
（
農
具
、
家
庭
用
品
）
に
仕
上
げ
、
市
場
で
小
売
り
す
る

の
で
、
か
な
り
の
」
刀
手
を
必
婁
と
プ
る
。
又
、
注
文
が
あ
れ
ぱ
、

釘
、
か
す
が
い
、
犬
工
遭
具
、
刀
剣
な
ど
を
作
り
、
更
に
は
製
糖

用
大
鍋
ま
で
鋳
造
す
る
。
こ
の
鍋
は
小
さ
い
も
の
で
も
六
軽
量
マ

ン
（
一
六
七
㎏
）
も
の
重
量
が
あ
り
、
製
作
に
は
六
人
で
一
ケ
月

（
三
人
で
二
力
月
）
を
必
要
と
す
る
。
原
料
用
の
二
一
マ
ン
の
ビ

ル
ブ
ー
ム
（
望
・
一
U
巨
昌
）
産
鉄
（
三
六
～
三
九
ル
ピ
ー
）
は
注
文

主
が
与
え
ね
ぱ
な
吃
沈
い
。
こ
、
つ
㌧
て
で
き
る
大
鍋
は
六
〇
～
六

三
ル
ビ
ー
の
価
椿
に
な
る
。
鍛
冶
屋
は
、
通
常
、
親
方
（
小
ハ
ン

マ
ー
と
火
ぱ
さ
み
を
使
う
）
、
職
人
（
大
ハ
ン
マ
ー
）
、
下
働
き

（
ふ
い
．
こ
）
の
三
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
賃
傭
い
さ
れ
る
場
合
に

は
、
親
方
は
一
日
八
ア
ナ
、
職
人
五
ア
ナ
、
下
働
き
三
ア
ナ
を
得

る
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
書
き
落
し
て
い
る
が
、
村
の
鍛
冶
屋
の
仕
事

‘

の
犬
き
な
部
分
は
、
農
具
、
牛
車
の
金
具
部
分
な
ど
の
修
繕
に
あ

　
　
　
　
　
　
＾
4
）

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
織
物
業
（
之
o
閉
二
H
～
p
）
　
も
は
や
紙
幅
が
な
い
の
で
、
詳

し
く
は
別
稿
で
扱
い
た
い
。
表
1
の
五
一
～
六
一
に
そ
の
概
容
が

与
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

㈹
　
工
場
制
手
工
業

　
こ
の
項
に
正
し
く
該
当
す
る
の
は
、
製
糖
業
と
洋
式
藍
業
の
二

つ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
既
に
小

論
文
を
書
い
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
以
下
で
は
家
内

手
工
業
と
工
場
制
手
工
業
の
中
間
に
位
置
す
る
い
く
つ
か
の
職
業

に
つ
い
て
、
述
べ
て
為
く
。
装
置
が
や
や
大
掛
か
り
な
こ
と
と
、

外
部
労
働
力
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ

の
特
徴
で
あ
る
。

　
酒
造
業
者
（
老
ρ
ミ
）
　
飲
酒
は
卑
し
い
行
為
と
み
な
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

お
り
、
「
不
浄
」
な
下
層
民
の
み
が
公
然
と
嗜
む
。
製
造
者
は
〒

般
に
モ
ド
ワ
ラ
（
旨
a
峯
巴
閨
）
と
呼
ぱ
れ
る
が
、
こ
れ
は
力
ー
ス

ト
名
で
は
な
い
。
下
層
力
ー
ス
ト
の
者
が
こ
れ
に
従
事
す
る
が
“

か
な
り
の
元
手
を
要
す
る
の
で
、
業
者
は
，
こ
く
少
数
で
あ
る
。

醸
造
所
は
、
土
器
の
鍋
、
冷
却
器
、
炉
と
、
原
料
米
、
発
酵
剤

94？
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　　　　　　　　　　　　　　　　表8

ω獅“ン級商船（U1乱セ）の塾造費

造　船　費　用

　　　　　　（b）　1ooマン級カヌー船（Jon罧）の建造費

木材（S日1樹，肋材用，3射）

木材（Sa1樹，帆柱用）

製材費（肋材）

製材焚（㎜主）

竹

ジユート

ジ，一トの’種匝（So皿）

竹〒ツト

旬Iかす崩い

食混2大士虫

　　3下働き

船犬］＝への支払い

蓮水武費用

進水祝儀

間陳充頃くo舳1止i口g）

帆布　その他

G畠b　ffuits（一）

4oo本
7．5マ：’

4東

100枚
134∫3マン

3呈月
3月月

1000個

貼．　36

　　　i2

　　　　9

　　　　4

　　　　4

　　　　5

　　　　1

　　　　2

　　　50

　　　　6
　　　13．5

　　　42

　　　　3

　　　　2
　　　　1，5

　　　　5

　　　　1

木材（4対〕

製材費

釘須

鍛冶園支払い

船犬二〔への支払い（1名。2ヵ月）

労働者へφ支払い（2名，2ヵ月）

縄，竹，その他

大］：らへの食糧と脳与

Rs．i2

　　一．5

　　8
　　4
　　8
　　8
　　2．5

　　ヨ．5

1王s．50．．5

（賢料〕　装8（o：に同1＝o

R皇．　　200

（資料）

イ誰）

Buol1且n且n，五〇刊卿p也r，亘ook　Vlpp．32
一碑．

1〒ン≡40シ1’’レ
1マンの巫蜘㍉商晶によO。又i地亥によ
り実に多様だが，こごて三は標準マンを示せぼ．
1マン＝37．3キログラムo

（
田
巴
・
－
一
〇
円
。
各
種
薬
草
な
ど
を
調
合
し
た
も
の
）
そ
し
て
、
少
く

と
も
二
名
の
男
子
労
働
カ
か
ら
な
る
。
一
回
の
醸
造
に
一
〇
圓
間

ほ
ど
か
か
り
、
原
料
米
の
半
分
の
重
量
の
三
級
酒
が
得
ら
れ
る
。

コ
ス
ト
、
収
益
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
間
に
不
整
合
が
大
き
い
の

で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
な
お
、
ア
ヅ
サ
ム
、
ブ
i

タ
ン
方
面
か
ら
犬
量
の
油
が
、
域
内
の
⊥
4
め
安
値
で
流
入
す

る
の
で
、
消
費
量
は
域
内
生
産
を
は
る
か
に
上
回
る
と
恩
わ
れ
る
。

　
船
犬
■
工
　
前
述
の
大
工
の
一
都
が
造
船
を
も
行
う
。
造
船
の
盛

ん
な
の
は
R
県
ド
ル
ラ
河
（
彗
Φ
U
ヴ
含
気
）
、
テ
ィ
ズ
タ
河
（
亭
顯

冒
ω
富
）
沿
偉
で
、
米
換
算
で
積
荷
重
量
が
二
～
五
百
マ
ン
級
の
商

船
が
主
カ
を
な
す
が
、
一
、
二
〇
〇
マ
ン
級
ま
で
建
造
可
能
で
あ

る
。
金
て
受
注
生
産
で
あ
り
、
建
造
主
（
商
人
）
が
、
木
材
（
ω
些
）
、

釘
、
そ
の
他
一
切
の
材
料
を
供
給
し
、
一
組
の
船
大
工
（
橡
梁

一
～
二
名
、
中
級
大
工
及
び
下
働
き
各
数
名
）
を
傭
っ
て
建
造
に

あ
た
ら
せ
る
。
通
常
の
商
船
（
自
算
）
一
隻
を
進
水
さ
せ
る
ま

で
に
二
土
二
力
月
を
要
し
、
そ
の
間
の
食
費
も
建
造
主
が
与
え
る
。

表
8
㈲
、
8
ω
に
、
商
船
と
カ
ヌ
ー
船
（
』
6
晶
）
建
設
の
コ
ス
ト

明
細
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
工
の
月
収
は
、
棟
梁
七
ル
ビ
ー
～
下

働
き
三
ル
ビ
ー
。
こ
二
で
注
目
し
て
よ
い
の
は
、
造
船
用
の
釘
、

か
す
が
い
、
材
木
な
ど
は
、
必
要
に
応
じ
て
特
控
す
る
の
で
、
一

948
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隻
の
船
の
建
造
に
あ
た
っ
て
は
、
船
大
工
以
外
に
も
か
な
り
の
雇

用
波
及
効
果
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
R
県
で
は
、
通
常
の
商
船
が

年
六
〇
隻
ほ
ど
進
水
す
る
。
安
価
な
カ
ヌ
ー
船
は
よ
り
多
く
建
造

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
煉
瓦
製
造
業
（
z
o
・
s
）
　
館
や
寺
院
な
ど
を
新
築
す
る
地
主

な
ど
が
、
そ
の
都
度
、
煉
瓦
製
造
業
者
と
契
約
し
、
前
渡
金
（
三

〇
ル
ビ
ー
）
を
渡
し
て
製
造
さ
せ
る
。
後
者
は
、
こ
の
前
金
で
二

表9製紙繋者の月間コスト

足踏破砕器（Dhe血h〕

水樽

10ルビ’

8－10アナ

原料ジユート

右灰

米（糊用〕

労賃（廷ぺ12名。＠2アナ）

竹のフレーム

ユoルビー

1ルピi

8－10アナω

　　　　7アナ
　　　　4アナ
1ルピー　8アナ

　　　　4アナ

製品　　100Lめの紙（三級品）

家族の利益

3ルビ・　6アナ

8ルヒ．一　8アナ

5ルピー　2アナ

（資料〕

（註ユ）

Buoh舳帥。月o岬9oρ〃’BookVp21
これら肚。少くとも一生使える。

○
名
近
く
の
労
働

者
を
傭
い
、
四
週

間
ほ
ど
か
け
て
一

〇
万
個
の
煉
瓦
の

原
型
を
作
り
、
そ

れ
を
燃
料
と
交
互

に
穣
み
上
げ
て
窯

と
な
し
、
二
週
間

近
く
か
け
て
、
こ

れ
を
焼
成
す
る
。

燃
料
は
発
注
者
が

供
給
す
る
。
受
注

者
は
製
晶
を
発
注

者
の
指
定
す
る
場
所
に
届
け
て
、
残
金
（
四
〇
ル
ビ
ー
）
を
受
け

取
り
契
約
が
完
了
す
る
。
こ
の
作
業
は
野
天
で
行
わ
れ
る
の
で
、

乾
期
に
の
み
な
さ
れ
る
。
受
注
者
は
、
自
分
も
監
督
労
働
を
し
通

常
の
労
賃
を
受
け
と
る
上
に
、
受
注
者
の
報
酬
と
し
て
一
〇
ル
ビ

ー
ほ
ど
を
得
る
。

　
製
紙
業
者
（
乞
o
L
o
）
　
こ
れ
も
R
県
で
最
も
盛
ん
で
、
同
県

産
紙
は
、
ダ
ッ
カ
方
面
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
業
者
は
、
全
員
ム

ス
リ
ム
で
あ
る
。
原
料
に
は
ジ
ュ
ー
ト
（
勺
顯
雪
）
を
用
い
、
こ

れ
に
石
灰
（
o
巨
量
昌
）
を
加
え
て
破
砕
し
バ
ル
プ
化
し
、
そ
れ

を
漉
し
て
紙
が
出
来
る
。
原
料
を
バ
ル
プ
化
す
る
ま
で
を
妻
が
行

い
、
紙
漉
き
を
夫
が
行
う
。
し
か
し
、
ジ
’
ー
ト
の
茎
を
被
砕
す

る
作
業
は
大
変
な
重
労
働
な
の
で
、
こ
の
部
分
は
、
通
常
は
外
都

か
ら
労
働
者
を
傭
っ
て
行
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
産
業
は

家
族
労
働
を
基
軸
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
か
な
り
の
賃
労
働
を

結
合
さ
せ
て
、
行
わ
れ
る
。
製
品
は
、
二
四
枚
を
一
し
め
（
ρ
邑
篶
）

と
し
、
一
級
～
三
級
品
に
分
か
れ
、
値
段
も
、
一
ル
ビ
ー
に
付
き

二
～
二
二
し
め
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
製
造
業
者
は
製
品
を
小
売

業
者
に
卸
し
、
後
者
が
そ
れ
を
市
場
で
掘
く
。
近
年
、
紙
に
対
す

る
需
要
が
伸
ぴ
て
お
り
、
あ
る
商
人
は
製
品
を
確
保
す
る
為
に
、

一
千
ル
ビ
ー
も
の
前
渡
金
を
与
え
た
と
い
う
。
業
者
の
コ
ス
ト
・

949
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収
益
は
、
表
9
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
夫
婦
で
働
い
て
、
月
収
五

ル
。
ピ
⊥
」
ア
ナ
と
高
収
入
の
部
類
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
一

　
（
1
）
　
こ
の
時
期
の
北
ベ
ン
ガ
ル
の
力
ー
ス
ト
構
成
に
つ
い
て
は
、
別

　
　
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
の
労
働
階
級
は
、
オ
o
く
富
箒
旨
－

　
　
ω
き
ω
邑
冨
－
ヨ
o
ゴ
ー
＞
自
身
o
］
の
四
層
に
分
。
か
れ
、
上
位
二
つ
が

　
　
「
浄
」
、
下
位
二
つ
は
「
不
浄
」
と
さ
れ
て
い
る
。

．
（
2
）
　
深
沢
宏
『
イ
ン
ド
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
七
二
年
、
第
九
諭

　
．
文
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
（
3
）
　
ω
竺
〕
〔
一
℃
Ω
o
o
巴
O
ゴ
蔓
己
o
『
U
顯
誘
一
笥
雨
、
o
ミ
o
き
、
ふ
雨
い
ミ
サ
ミ
ε

　
　
ρ
、
完
べ
S
等
o
、
雨
盲
、
、
杏
雨
一
｝
冊
昌
、
　
、
曲
“
い
－
N
少
　
O
顯
－
〇
一
』
叶
叶
嘗
－
　
－
o
0
N
＋
　
℃
．

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
ミ
ー
　
　
　
　
・
、
　
　
　
一

　
（
4
）
　
筆
者
の
一
九
八
三
し
六
年
に
か
け
て
の
ラ
ン
グ
プ
ル
．
県
の
あ
る

　
　
村
藩
に
お
け
る
合
計
一
〇
カ
月
間
の
住
み
込
み
調
査
中
の
見
聞
に
よ

　
　
る
o

五
　
結
言
に
代
え
て

　
も
は
や
許
さ
れ
た
紙
幅
を
大
き
く
超
過
し
て
い
る
の
で
、
本
文

の
内
容
を
要
約
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
本
稿
の
作
業
を
通
じ
て
、

一
。
九
世
紀
初
頭
北
ベ
ン
ガ
ル
の
非
農
業
都
門
の
姿
が
あ
る
程
度
浮

ぴ
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
、
紙
幅
が
な
く
省
略
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
織
物
業
に
関
す
る
考
察
を
重
ね
合
わ
せ
、
更
に
、
当
時
の

農
業
生
産
の
具
体
的
様
相
を
農
家
経
営
の
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
る
努

カ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
北
ベ
ン
ガ
ル
農
業
社
会
の
社
会
経
済
的

全
体
像
を
よ
り
鮮
明
に
さ
せ
て
ゆ
く
作
業
を
、
な
る
。
へ
く
早
い
機

会
に
果
し
た
い
と
恩
う
。
こ
の
こ
と
を
記
し
て
、
結
言
に
代
え
、

こ
の
拙
い
論
文
の
筆
を
欄
く
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
…
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
助
教
授
）
・
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